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医師としてのプロフェッ

ショナリズム
1

幅広い教養を涵養し、多様な価値観を尊重できる人間性

と品格を身につける。

社会人としての一般常識や医師として必要な教養を身

につけている。

多様な価値観を尊重できる人間性を身につけ、他者に

敬意をもって接することができる。

幅広い教養を活かし、多様な価値観を尊重した医療を

実践できる。

豊かな人間性と品格を備え、全人的な医療の実践を通

して社会に貢献している。

2
医師の職責を自覚し、利他の精神を持って、患者中心の

医療を実践できる。
医師の職責を理解し、医療倫理を身につけている。

患者が抱えている課題・背景を理解し、患者の立場に

立って医療を提案できる。

利他の精神に基づき、患者の立場に立った医療を実践

できる。

患者中心の医療を実践し、医師としての職責を果たし

ている。

3
患者・家族・他の医療者と適切な人間関係を構築し、協

働できる。

相互理解の重要性を認識し、基本的なコミュニケー

ション能力を身につけている。

患者及び医療関係者と信頼に基づいた関係を構築し、

適切にコミュニケーションをとることができる。

患者・家族・他の医療者と適切な関係を築き、チーム

医療に参加できる。

医療の現場で良好な信頼関係を築き、医療チームの一

員として責任を果たすことができる。

4
専門領域にとどまらず、個人と社会のウェルビーイング

の実現を図ることができる。
ウェルビーイングの概念を理解している。

個人と社会のウェルビーイングの実現に向けて、医療

が果たす役割を説明できる。

医療の観点から、個人と社会のウェルビーイング向上

に貢献できる。

医療の枠を超えて、個人と社会のウェルビーイング向

上に貢献できる。

能動的学修能力 1
生涯にわたって主体的に学び、省察し、他者と共に研鑽

し続けることができる。

生涯学習の重要性を理解できる。また、自らの考えを

提示するとともに、他者からの指摘を尊重できる。
生涯学習の重要性を理解し、能動的に学修できる。

省察と自己研鑽の習慣をもち、他者と学び合うことが

できる。

他者と研鑽しながら、主体的に学び続けることができ

る。

2
医学及び関連領域の知識、並びに科学的根拠に基づく問

題解決能力を身につける。

医学の理解に必要な自然科学・行動科学・社会科学の

知識を理解し、説明できる。

医学及び関連領域の知識に基づいて問題を解決するこ

とを理解している。

医学及び関連領域の知識を身につけ、科学的根拠に基

づく問題解決について説明できる。

医学及び関連領域の知識を活用し、科学的根拠に基づ

き問題を見出し、解決できる。

3
情報・科学技術のリスクとベネフィットを理解し、学修

に活用できる。

情報・科学技術の種類や適切な活用法について理解

し、一部の科目で試行できる。

情報・科学技術の種類や特徴、適切な活用法について

理解している。

情報・科学技術のリスクとベネフィットを理解し、説

明できる。
情報・科学技術を適切に使用し、学修に活用できる。

4
確実で信頼される診療技能を身につけ、最適な医療を実

践できる。

基本的な診療技能（臨床手技・医療面接・鑑別）及び

医療安全・感染対策の概念について説明できる。

基本的な診療技能・医療安全・感染対策の概念を理解

している。

診療技能を正しく理解し、シミュレーターや模擬症例

で実践できる。

確実で信頼される診療技能で、日常診療を実践でき

る。

地域医療の理解 1
地域医療の現状と問題点を把握し、公衆衛生の向上に貢

献する意義を理解する。

地域医療の特徴や問題点について考察し、科学的に分

析する視点の重要性を理解できる。

地域医療や公衆衛生の基本的概念と、その重要性を理

解している。

実習を通じた経験や学修から、地域医療の現状と課題

を説明できる。
地域医療と公衆衛生に貢献する方策を提案できる。

2
医療に係る財政・政策等の社会的視野を身につけ、医療

資源の適正な配分や地域医療の構築を理解する。

医療と社会経済の関係性や地域医療構想・医療計画の

重要性を理解できる。

医療制度や社会保障制度の基本的枠組みと医療の公益

性を理解している。

医療に係る財政・政策が診療や地域医療に及ぼす影響

を説明できる。

医療に係る財政・政策等に適合した、医療資源の適正

な配分を提案できる。

3
医療関連法規、社会保障制度、社会福祉制度及び関係者

の役割を理解する。

医療・保健・福祉・介護に関する関連法規、制度、組

織、専門職について理解できる。

医療・保健・福祉・介護に関する関連法規、制度、組

織、専門職について理解している。

医療関連法規、社会保障制度、社会福祉制度及び関連

専門職の役割を説明できる。

医療の現場で、医療関連法規、社会保障制度、社会福

祉制度を理解し、関連専門職とともに行動できる。

4
地域との連携のもと、医療・保健・福祉・介護に関わる

人々と協働できる。

地域における医療・保健・福祉・介護の分野間及び多

職種間の連携の必要性を説明できる。

地域における医療・保健・福祉・介護の分野間及び多

職種間の連携の必要性を理解している。

地域医療において、立場の異なる関係者との連携の重

要性を説明できる。

地域医療の現場で、関係者を尊重して適切にコミュニ

ケーションをとり、多職種間で協働できる。

国際性 1 国際交流に積極的に参加できる。 国際交流の意義を理解し、説明できる。 国際交流の重要性を理解している。
幅広い国際交流に必要なプロシージャーを説明でき

る。
国際交流に必要なプロシージャーを修得している。

2
医学・医療をグローバルな視点で捉える国際性を身につ

ける。

国際的視野を持つことの重要性を理解し、医学・医療

に関する国内外の情報に関心を持つことができる。
国際的視野を持つことの重要性を理解している。

グローバルな課題にも目を向け、海外の文献等を活用

し、広範な情報を入手できる。
幅広く得たグローバルな知見を適切に評価できる。

3 国際社会における医学・医療の動向と課題を理解する。
国際社会における医学・医療の動向に関心を持ち、適

切な情報を収集することができる。

国際社会における医学・医療の動向に関心を持ってい

る。

国際社会における医学・医療の動向や課題について説

明できる。

国際社会における医学・医療の動向や課題に対する意

見や解決策を提案できる。

4
医学・医療に関して外国語で発信・議論することができ

る。

基本的な医学用語を理解し、健康や疾患に関する一般

的な外国語の記述を理解できる。

医学用語を含む外国語の重要性を認識し、基本的な記

述を理解できる。

様々な医学用語を理解し、外国語での基本的なコミュ

ニケーションをとることができる。

医学研究や症例報告について、学会発表用の資料や論

文を外国語で作成できる。

リサーチマインド 1 医学研究の重要性を理解し、科学的思考を身につける。 医学研究の意義を理解し、説明できる。 医学研究の重要性を理解している。
疑問点・問題点を抽出し、必要となる医学情報を収集

できる。

自ら医学情報を収集し、必要となるエビデンスを科学

的思考に基づき選択できる。

2
研究に関する倫理的・法的事項を遵守しながら、研究を

計画し、実践できる。
研究の進め方と研究倫理の重要性を理解できる。

研究に関する倫理・法令遵守の必要性を理解してい

る。
研究の適切な方法を理解し、説明できる。

倫理的・法的事項を遵守した研究計画を立案し、実践

できる。

3 情報・科学技術を活かし、医学研究に活用できる。
医学研究に関わる情報・科学技術の概要を理解でき

る。

医学研究に関わる情報・科学技術の概要を理解してい

る。

医学研究に関わる情報・科学技術を適切に活用でき

る。

情報・科学技術を活用し、医学研究の立案・実践がで

きる。

4
研究結果を論理的に解釈し、発信・議論することによ

り、医学・医療の進歩に貢献する。

提示されたテーマについて、グループ内でディスカッ

ションし、その結果を発表できる。
研究結果を論理的に解釈する重要性を理解している。 研究結果に関し、論理的な議論を通じて考察できる。

適切なプロセスにより得られた知見を社会に発信でき

る。

国際社会における医学・医療の動

向や課題を理解し、課題解決に向

けて行動することができる

研究活動における積極的な創造・

発信に挑み、医学・医療の進歩に

貢献することができる

コンピテンシー

コンピテンシー・マイルストーン

幅広い教養、利他の精神、医師に

求められる品格を身につけ、豊か

な人間性を育み、他の医療者と協

調して、多様な価値観を尊重する

全人的な医療を実践できる

医学知識・技能を主体的に学び、

情報・科学技術を活用して、生涯

にわたって自ら問題を発見し、解

決することができる

地域社会における医療の役割と、

その中核を担う意味を理解できる


